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シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

こ
の
広
報
誌
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

～「石」が語る泉南の歴史・その９～
信達牧野に大きな石の鳥居があります。もともとは今の

「大鳥居」交差点付近に道をまたいで建っていたものを信達
神社の御旅所跡に移したものです。ここは紀州街道と熊野街
道が交わる交差点で、その昔は行き交う人々でさぞかし賑わ
っていたことでしょう。また有名な金熊寺（きんゆうじ）の
梅林も、当時はここから金熊寺までずっと続いていたという
ことです。
金熊寺と信達神社はともに古い歴史を持つものですが、明

治時代になるまでは同じ境内の中にありました。人々は神社
にお参りするのと同時に、お寺にも参拝していたのです。中
世には市内のほとんどの地域から信仰され、江戸時代には一
乗山金熊寺権現宮などと呼ばれていました。当時のお祭りで
は、金熊寺から遠く樽井の浜までお御輿（みこし）をかつい
で練り歩いたそうです。人々に「おんどり」と親しまれ、地
名にも残る大きな鳥居から当時の賑わいが思い浮かびます。

おんどりの大鳥居

10
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広報 せんなん

大阪府消防協会泉南地区支部総合訓練が、泉南市ほか貝塚・泉佐
野・阪南市、熊取・田尻・岬町の消防団員（427人）が参加し、信達小
学校グラウンドにおいて開催されました。
当日は、向井市長や各消防関係者の見守る中、泉南市消防団・新家

分団の皆さんが、ポンプ自動車操法（写真）を披露。迅速かつ正確さ
を必要とする種目ですが、すばらしい連携プレーで、日頃の練習の成
果を発揮されていました。 （8月23日）
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蜷このページに関するお問い合わせは、古代史博物館（薀83-6789）

毎
年
ご
好
評
の
『
歴
史
の
華
ひ
ら
く

泉
南
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
が
、
今
年
か
ら

あ
ら
た
な
か
た
ち
と
し
て
『
古
代
史
博

物
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
歴
史
を
語
る
』
の
シ

リ
ー
ズ
に
生
ま
れ
か
わ
り
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
に
は
、
泉
南
市
所
在

の
遺
跡
を
題
材
と
し
て
、
歴
史
全
般
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
そ
の
議
論
に
共
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
か
た
ち

を
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
海
会
寺
跡
」。

古
代
史
博
物
館
の
特
別
展
示
室
オ
ー
プ

ン
に
あ
わ
せ
、
古
代
寺
院
・
海
会
寺
跡

の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
徹
底
討
論
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
二
日
豸
午
後
一

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館

▼
申
込
み
＝
十
一
月
十
四
日
貍
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人
に
つ
き
一
枚
）

に
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

古
代
史
博
物
館
歴
史
を
語
る
係
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
定
員
＝
一
五
〇

人
（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
無
料
（
但
し
、

資
料
代
と
し
て
一
〇
〇
〇
円
）。

泉
南
市
内
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
携
わ

る
本
館
職
員
が
、
泉
南
市
の
歴
史
を
徹

底
解
明
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
＝
▽
十
月
二
十
五
日
豸

「
古
代
寺
院
・
海
会
寺
（
か
い
え
じ
）」

▽
十
一
月
一
日
豸
「
古
墳
時
代
の
泉
南

市
」
▽
十
一
月
八
日
豸
「
弥
生
時
代
の

泉
南
市
」。
い
ず
れ
も
時
間
は
、
午
後

二
時
〜
午
後
三
時
半
で
す
▼
と
こ
ろ
＝

古
代
史
博
物
館
二
階
・
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
五
〇
人
（
先
着
順
と
し
ま
す
）
▼

費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
電
話
ま
た
は

直
接
、
古
代
史
博
物
館
受
付
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
に
よ
る
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
五
日
豸
午
後
一
時

〜
▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
展
示
ロ

ビ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前

の
申
込
み
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

第
一
回
古
代
史
博
物
館

フ
ォ
ー
ラ
ム
歴
史
を
語
る

第
二
回
秋
季
歴
史
講
座

を
開
催
し
ま
す

古
代
史
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

▲▲
金
堂
の
軒
先
を
飾
る
軒
丸
瓦
・
単
弁
八
葉

蓮
華
紋
軒
丸
瓦
（
た
ん
べ
ん
は
ち
ょ
う
れ
ん

げ
も
ん
の
き
ま
る
か
わ
ら
）
重
要
文
化
財

わ
が
国
初
の
官
立
寺
院
、
百
済
大
寺
（
く

だ
ら
の
お
お
で
ら
）
と
同
じ
木
型
を
使
っ
て

つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
会
寺
を
建

立
す
る
に
あ
た
り
当
時
の
政
治
中
枢
か
ら
の

技
術
的
な
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

▼
塔
の
頂
を
飾
っ
た
ベ
ル
・

相
輪
風
鐸
（
そ
り
ん
ふ
う
た

く
）
重
要
文
化
財

五
重
塔
の
頂
を
飾
る
相
輪

の
部
材
。
青
銅
に
金
メ
ッ
キ

が
施
さ
れ
て
お
り
、
往
時
の

荘
厳
さ
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

【利用案内】
蜷開館時間：午前9時30分～

午後4時30分
蜷休館日：月曜日・祝日・年末年始
蜷入館料：無料
蜷問合せ＝古代史博物館
（泉南市埋蔵文化財センター）

〒590-0505・信達大苗代374-4史跡海
会寺跡広場前（薀83-6789）

蛯
 

ＪＲ新家駅 

国道2
6号 

大苗代西 
交差点 

史跡海会寺（かいえじ）跡広場前にある古代史博物館。
今月は、博物館内に先頃オープンした特別展示室と、秋のイベ
ントについてご紹介します。

今月の主な内容
□特集・古代史博物館

…2～3
□情報ＢＯＸ　 …4～7
□information（お知らせ）

…8～13
□人権シリーズ…14～15
□健康コーナー…16～17
□まちかどスナップ

…18～19
□ふるさと歴史紀行 …20

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
鳴滝解放会館
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85-0119
薀82-6551
薀83-5875
薀82-7615
薀82-1000
薀82-7767
薀82-7766
薀84-3500
薀83-6447
薀83-4361
薀83-9314
薀83-9264
薀83-9270

薀85-0707

薀83-6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ。
その他については、下記へ。
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古
代
史
博
物
館
で

郷
土
の
歴
史
を
再
発
見
！

特特
別
展
示
室
に
は
・
・
・

今
年
の
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
特
別
展
示
室
に
は
、
国
史
跡

海
会
寺
跡
か
ら
出
土
し
た
国
重
要
文
化
財
指
定
品
の
う
ち
の
優

品
ば
か
り
約
一
〇
〇
点
を
中
心
に
、
古
代
寺
院
海
会
寺
跡
の
歴

史
的
価
値
や
そ
の
重
要
性
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
秋
、
郷
土
の
文
化
遺
産
・
海
会
寺
跡
に
親
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

▲
型
で
つ
く
っ
た
仏
像
・
土
製
如
来
坐
像
（
ど

せ
い
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う
）
重
要
文
化
財

本
尊
（
ほ
ん
ぞ
ん
）
後
背
の
一
部
で
、
本
尊

復
元
の
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

▼▼
堂
内
を
飾
っ
た
タ
イ
ル
・
独
尊
磚
仏
（
ど
く

そ
ん
せ
ん
ぶ
つ
）
重
要
文
化
財

型
押
し
の
タ
イ
ル
で
、
一
部
に
う
る
し
が
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
金
箔
が
施
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。



国
際
交
流
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
五
日
豸
午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信

達
公
民
館
▼
講
師
＝
辻
本
清
臣

さ
ん
・
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機

構
元
副
総
主
事
▼
テ
ー
マ
＝
世

界
の
飢
餓
の
現
状
と
私
た
ち
▼

定
員
＝
五
十
人
程
度
▼
費
用
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十

月
五
日
豺
〜
十
九
日
豺
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
十
五
分
の
期
間

に
、
企
画
広
報
課
（
内
線
287
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際

交
流
推
進
チ
ー
ム
で
は
、
英
語

講
座
を
開
講
し
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
人
と
一
緒
に
国
際
語
の
英
語

を
楽
し
く
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
一
日
〜
平

成
十
一
年
二
月
十
日
ま
で
の
水

曜
日
、
午
後
六
時
半
〜
八
時

（
全
十
二
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
信
達

公
民
館
▼
講
師
＝
マ
シ
ュ
ー
・

プ
リ
ッ
ツ
ナ
ー
さ
ん
・
中
学
校

英
語
指
導
助
手
▼
定
員
＝
二
〇

人
（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
二
〇

〇
〇
円
▼
程
度
＝
中
級
レ
ベ
ル

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
月
十

二
日
豺
〜
十
九
日
豺
午
前
九
時

〜
午
後
五
時
十
五
分
の
期
間
に
、

企
画
広
報
課
（
内
線
287
）

地
域
住
民
参
加
と
社
会
福
祉

を
テ
ー
マ
に
、
新
家
公
民
館
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
七
日
貍
、
十

八
日
豸
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民
館
▼
内

容
＝
バ
ザ
ー
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

カ
ラ
オ
ケ
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

作
品
文
化
展
、
女
性
合
唱
団
の

演
技
、
茶
話
会
、
健
康
相
談
、

作
品
即
製
教
室
、
福
祉
募
金
や

福
祉
事
業
支
援
、
模
擬
店
な
ど

▼
問
合
せ
＝
新
家
公
民
館
（
薀

祟
９
３
１
４
）

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化

推
進
チ
ー
ム
で
は
、
肥
田
バ
レ

エ
団
に
よ
る
バ
レ
エ
公
演
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
豸
午
後

四
時
半
開
場
、
五
時
開
演
▼
と

こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝

▽
一
部
・
バ
レ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
二
部
・
ア
ダ
ム
作
「
ジ
ゼ
ル
」

第
一
幕
▼
出
演
＝
肥
田
貞
子
バ

レ
エ
団
、
同
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
エ

団
▼
振
付
＝
肥
田
貞
子
▼
指

導
＝
肥
田
あ
け
み
▼
入
場
料
＝

▽
前
売
り
一
〇
〇
〇
円
▽
当
日

一
二
〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
一
時

保
育
あ
り
（
事
前
予
約
必
要
）

▼
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
・
問
合

せ
＝
社
会
教
育
課
（
内
線
247
）

泉
南
市
文
化
協
会
及
び
泉
南

美
術
協
会
で
は
、
泉
南
美
術
展

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
出
展
作
品
の
募

集
も
行
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
七
日
貂
〜

十
一
月
一
日
豸
午
前
十
時
〜
午

後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時

ま
で
）
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー

ル
展
示
室
▼
入
場
料
＝
無
料
▼

募
集
作
品
＝
洋
画
（
油
彩
画
、

水
彩
画
、
パ
ス
テ
ル
画
、
ア
ク

リ
ル
画
）
又
は
日
本
画
（
水
彩

画
を
除
く
）
の
平
面
作
品
▼
規

格
＝
壁
面
展
示
の
可
能
な
六
号

〜
五
十
号
の
額
装
▼
応
募
資

格
＝
十
五
歳
以
上
の
方
▼
出
品

作
品
数
＝
一
人
二
点
以
内
（
自

作
・
未
発
表
作
品
）
▼
出
品

料
＝
一
点
・
三
〇
〇
〇
円
▼
出

品
申
込
み
＝
十
月
十
五
日
貅
ま

で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
す
ず
ら
ん

（
薀
祟
８
７
６
９
）
へ
▼
問
合

せ
＝
社
会
教
育
課
（
内
線
247
）
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新
家
公
民
館
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

英
語
講
座
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

第
十
五
回
記
念
泉
南
美

術
展
を
開
催
し
ま
す

バ
レ
エ
公
演
を
観
賞

し
ま
せ
ん
か

恒例となりまし
た市役所前やぐら
パレードがさらに
グレードアップし、
今年は14台のやぐ
らが参加すること
になりました。各
地区のやぐらの曳
行を披露し、親睦を深めることを目的として、盛大に
パレードを実施します。多くの市民の皆さまのご来場
をお待ちしております。
蜷とき＝10月10日豢・午前9：00～10：30
蜷ところ＝泉南市役所駐車場及び市役所前道路周辺
蜷参加予定地区＝男里区・馬場区・幡代区・市場区・
岡中区・牧野区・樽井区（濱中講・戎福中講・獅子

講・宮元講）・鳴滝区・
岡田区（1号・2号）・
陸区の合計14台が参加
します。
蜷その他＝当日は、車で
のご来場はご遠慮くださ
い。ご観覧の際は事故防
止のため、現場警察官、
警備役員の指示に従って
ください。
蜷交通規制にご協力ください＝当日は、パレード開催
中右図のとおり、一部交通規制を行いますのでご理解、
ご協力をお願いします。
蜷問合せ＝泉南市祭礼委員会・男里青年団団長・小柳
一郎（薀82-8931）

交通規制にご協力ください 

泉
南
中
学
校 

泉
南
市
役
所 

国道26号 交
通
規
制
区
域 

泉南市役所南交差点 
蛯 

青
少
年
の
健
全
育
成
と
た
く

ま
し
い
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

図
る
た
め
、
ち
び
っ
こ
相
撲
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
一
日
豸
午
前

九
時
半
〜
午
後
二
時
（
受
付
は

九
時
よ
り
）
▼
と
こ
ろ
＝
市
民

体
育
館
▼
対
象
＝
市
内
在
住
、

在
学
の
小
学
一
年
〜
六
年
生
の

男
女
▼
競
技
方
法
＝
学
年
、
男

女
別
個
人
戦
（
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
十
月
十
二
日
豺
の
正
午
ま

で
に
、
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
内
各
小
学

校
ま
た
は
青
少
年
課
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
▼
そ
の
他
＝
▽

ま
わ
し
は
簡
易
ま
わ
し
を
用
意

し
ま
す
▽
表
彰
は
優
勝
、
準
優

勝
、
三
位
及
び
全
員
に
参
加
賞

▽
競
技
中
に
発
生
し
た
ケ
ガ
等

に
つ
い
て
は
、
応
急
処
置
の
ほ

か
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

▽
昼
食
は
各
自
用
意
▽
上
靴

（
保
護
者
の
方
は
ス
リ
ッ
パ
）
を

各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
青
少
年
課
（
内
線
253
）

泉
南
市
体
育
指
導
員
協
議
会

で
は
、
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
三
日
豢

（
雨
天
決
行
）
午
前
七
時
（
出
発
）

〜
午
後
五
時
（
帰
着
）
▼
と
こ

ろ
＝
奈
良
柳
生
街
道
（
剣
豪
の

里
）
方
面
。
雨
天
の
場
合
、
奈

良
公
園
周
辺
を
散
策
し
ま
す
▼

費
用
＝
大
人
は
三
〇
〇
〇
円
、

子
供
（
小
学
六
年
以
下
）
は
一

五
〇
〇
円
。
出
発
の
十
日
前
ま

で
の
参
加
取
消
の
場
合
は
費
用

は
全
額
返
却
し
ま
す
▼
定
員
＝

先
着
一
二
〇
人
（
先
着
順
）
▼

申
込
み
＝
十
月
十
八
日
豸
〜
十

一
月
一
日
豸
（
月
曜
午
後
、
火

曜
日
は
除
く
）
の
期
間
に
、
市

民
体
育
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
▼
そ
の
他
＝
昼
食
は
各
自

持
参
の
こ
と
▼
問
合
せ
＝
市
民

体
育
館

「
び
り
っ
か
す
の
神
様
」「
二

分
間
の
冒
険
」
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
作
品
を
世
に
送
り
出
し
て

お
ら
れ
る
岡
田
淳
さ
ん
（
児
童

文
学
作
家
）
を
講
師
に
お
迎
え

し
て
、
実
際
に
学
校
で
子
ど
も

た
ち
と
接
し
て
い
る
中
か
ら
生

ま
れ
た
自
作
に
つ
い
て
の
思
い

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
四
日
貍
午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
図

書
館
二
階
・
視
聴
覚
室
▼
テ
ー

マ
＝
子
ど
も
の
時
間
に
向
か
っ

て
〜
自
作
を
語
る
〜
▼
対
象
＝

高
校
生
以
上
の
方
▼
定
員
＝
六

〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
十
月
三
日
貍
午
前
十
時
よ

り
、
図
書
館
一
階
に
て
申
込
み

受
付
を
開
始
し
ま
す
（
お
電
話

で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
問
合
せ
＝
図
書
館

▼
職
種
＝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
・

芝
生
管
理
▼
資
格
＝
昭
和
十
八

年
四
月
二
日
〜
昭
和
五
十
五
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
車

の
運
転
が
で
き
る
方
（
学
歴
は

問
わ
な
い
）
▼
採
用
予
定
人

員
＝
一
人
▼
採
用
予
定
日
＝
平

成
十
年
十
一
月
〜
▼
試
験
日
＝

十
月
二
十
八
日
貉
▼
試
験
内

容
＝
適
正
検
査
及
び
面
接
▼
申

込
み
＝
十
月
二
十
一
日
貉
〜
二

十
五
日
豸
の
期
間
に
、
市
民
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市

民
体
育
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日
豸
午
前

九
時
（
受
付
）
〜
午
後
一
時

（
雨
天
の
場
合
、
室
内
で
実
施
し

ま
す
）
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育

館
▼
内
容
＝
▽
見
る
種
目
（
リ

ズ
ム
体
操
、
太
極
拳
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
、
剣
道
、
少
林
寺
拳
法
、

ヘ
ル
シ
ー
体
操
）
▽
体
験
種
目

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
、
太
極
拳
、
シ
ャ
ッ
フ

ル
ボ
ー
ド
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
、

イ
ン
デ
ァ
カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
な
ど
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
携

行
品
＝
上
靴
、
タ
オ
ル
、
運
動

の
で
き
る
服
装
▼
そ
の
他
＝
す

て
き
な
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
▼

問
合
せ
＝
市
民
体
育
館

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
平
和
と
国
際

交
流
推
進
チ
ー
ム
で
は
、
世
界

の
食
糧
事
情
に
つ
い
て
考
え
る

泉
南
市
民
球
場
嘱
託
員

を
募
集
し
ま
す

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

図
書
館
・
子
ど
も
と
本
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

4

ち
び
っ
こ
ず
も
う
泉
南
場
所

に
み
ん
な
集
ま
ろ
う
！

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
の

集
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

国
際
交
流
講
座

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

市役所 薀83-0001
図書館 薀82-7766
市民体育館 薀82-1000
樽井公民館 薀83-4361
文化ホール 薀82-7767
総合福祉センター薀85-0707
埋蔵文化財センター薀83-6789



金
融
機
関
に
お
け
る
自
己
資

本
率
規
制
な
ど
に
よ
り
、
年

末
・
年
始
の
運
転
資
金
を
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
、
お
悩
み
の
事

業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
公

的
融
資
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
七
日
貂
午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
区
民
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
公

的
融
資
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

▽
国
金
及
び
大
阪
府
融
資
制
度

の
説
明
▽
個
別
相
談
も
実
施
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工

会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

▼
と
き
＝
十
月
二
十
日
貂
午
後

六
時
開
場
、
六
時
半
開
演
▼
と

こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
（
全
席
指

定
）
▼
内
容
＝
▽
グ
ラ
ン
ド
文

楽
『
橋
姫
』（
小
泉
八
雲
・
怪

談
よ
り
）
▽
人
形
舞
『
紀
州
道

成
寺
』（
共
演
・
吉
田
日
出
子
、

西
川
箕
乃
助
、
尾
上
梅
之
助
）

▼
入
場
料
＝
▽
一
般
・
三
〇
〇

〇
円
（
当
日
は
三
五
〇
〇
円
）

▽
割
引
（
高
校
生
以
下
、
六
十

歳
以
上
、
障
害
者
及
び
そ
の
介

護
者
）
・
二
〇
〇
〇
円
（
当
日

は
二
五
〇
〇
円
）
▼
チ
ケ
ッ
ト

販
売
＝
現
在
、
午
前
十
時
〜
午

後
五
時
に
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、

好
評
発
売
中
▼
問
合
せ
＝
文
化

ホ
ー
ル

定
期
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
ダ
ン

ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日
豸
午
後

六
時
〜
八
時
四
十
五
分
▼
と
こ

ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
費
用
＝
五

〇
〇
円
▼
そ
の
他
＝
当
日
は
上

履
靴
（
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
）、

女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を

着
用
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
社
会
教
育
課
（
内
線
247
）
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等
身
大
の
人
形
遣
い
「
ホ
リ
・

ヒ
ロ
シ
」
公
演
を
開
催
し
ま
す

泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

公
的
融
資
制
度
活
用
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

クラブ名漓活動日滷活同時間澆活動内容潺募集人数潸クラブから一言
蜷泉南市史輪読会＝漓1・3月曜日滷9：30～11：30澆泉南市史を輪読し
て内容を討論し、講師より説明してもらう潺20人潸泉南市史2冊はみなさ
んお持ちだと思いますが、読む機会はないと思います。
蜷泉南古文書研究会＝漓2・4月曜日滷9：30～11：30澆古文書（市内及
び周辺）を解読して歴史を探索する潺10人潸旧家に多い古文書も多少な
りとも各家にあれば、意味が判れば益々興味がわいてきます。
蜷謡曲（信謡会）＝漓1～4月曜日滷9：30～12：00澆謡い方を勉強する
と共に、物語の内容についても深めていきたい潺現在受け入れ不可潸機会
をとらえ日頃研鑽した謡曲を発表して市民の方に少しでも親しんでもらう
よう努めたいと思う。
蜷ひなげし会漓1・3水曜日滷10：00～12：00澆水彩画練習潺5人潸何歳
になっても、自然を見つめ描く楽しみはつきることがありません。
蜷第1水墨画＝漓1・3水曜日滷13：30～15：30澆水墨画の練習潺現在
受け入れ不可潸なし。
蜷第2水墨画＝漓1・3水曜日滷13：00～16：00澆水墨画の練習潺5人潸
なし。
蜷趣味の手芸＝漓1・3水曜日滷10：00～12：00澆手元にある材料を使
って手芸をしたり、和紙でちぎり絵等を作っています潺3人潸自分の好き
な事を和気あいあいに楽しみながら創作しています。
蜷信達俳画＝漓3木曜日滷13：30～15：30澆俳画潺3人潸身近にある四
季折々の花等楽しみながら、描いて見ませんか。
蜷信謡会木曜組＝漓1～4木曜日滷13：00～16：30澆謡曲潺5人潸なし
蜷木曜詩吟（昼）＝漓毎週木曜日滷13：00～15：00澆詩吟潺2人潸大き
な声を出して、ストレスを解消しましょう。
蜷木曜詩吟（夜）＝漓毎週木曜日滷18：30～21：30澆漢詩の朗読と作
詩の勉強潺5人潸腹の底から声を出すことは、心身ともに健康の基礎です。
蜷信達読書友の会＝漓3木曜日滷10：00～12：00澆読書会潺若干名潸勉
強することに生きがいを感じております。
蜷茶道同好会＝漓2・4木曜日滷9：00～12：30澆市茶華道連盟及び公民
館活動に参加潺5人潸季節を感じおいしいお茶をいただきながら「ほっと」
したひとときを持ちませんか。
蜷大阪泉南愛石会＝漓1木曜日滷18：00～21：00澆水石（石）について
の研究潺10人潸自然石の美しさを共に学びましょう。
蜷信謡会金曜組＝漓毎週金曜日滷9：00～12：00澆謡曲のけいこ潺現在
受け入れ不可潸なし。
蜷泉南油絵＝漓2・4金曜日滷19：00～21：00澆油絵潺5人潸絵を一緒に

描いてみませんか。
蜷金曜詩吟＝漓月4回金曜日滷19：00～21：30澆詩吟潺3人潸大きな声
を出して、ストレスを解消しましょう。
蜷レザークラフト＝漓月3回金曜日滷13：30～16：30澆皮革で作品を作
る潺現在受け入れ不可潸なし。
蜷書道＝漓1・3金曜日滷10：00～12：00澆毛筆の練習潺4人潸なし
蜷生花＝漓2・4金曜日滷13：00～14：30澆花をいける楽しみを味わう
潺10人潸共通の趣味を通し地域の方々との親睦をはかる。
蜷詩吟研究会＝漓3・4金曜日滷19：00～21：00澆詩吟の研究（日曜詩
吟の上級者で構成）潺初心者は日曜詩吟へ10人潸詩吟はどなたでもでき
ます。3カ月もすれば、びっくりするほど声がでるようになります。
蜷パッチワーク＝漓1・3金曜日滷10：00～12：00澆作品づくり（カバ
ン、タペストリー、ベットカバーなど）潺5人潸なし
蜷押し花Ａ＝漓1・3土曜日滷13：30～15：30澆押し花デザイン、写実
方法等でかわいい作品を作ります潺5人潸共に語り合いながら、楽しく製
作いたしましょう。
蜷コールそよかぜ漓2～4金曜日滷13：30～15：30澆合唱練習潺何人で
も潸合唱を通じてお互いの親睦をはかり、コーラスボランティアをしてい
ます。
蜷七草俳句＝漓1・3土曜日滷9：30～12：00澆俳句を作り互いに選評し
合う潺3人潸発表の部があれば参加させていただきます。
蜷押し花Ｂ＝漓2・4土曜日滷13：00～15：00澆押し花を使って創造性
に富んだ作品を作ったり個性に富んだ作品に取り組む潺3人潸なし
蜷詩吟連盟土曜＝漓毎土曜日滷19：00～21：30澆漢詩の鑑賞と吟詠の
練習潺3人潸共に楽しみながら健康になります。
蜷泉南俳句会＝漓2日曜日滷13：00～16：00澆最短形の俳句で四季の移
り変わりを詠む潺6人潸生きる歓びを俳句に残しませんか。
蜷日曜詩吟＝漓毎週日曜日滷13：00～17：00澆詩吟練習潺何人でも潸
詩吟はどなたでもできます。3カ月もすれば、あなたもびっくりするほど
声がでるようになります。腹式呼吸は健康に良く、老化防止になります。
蜷わらべ歌＝漓4日曜日滷9：40～12：00澆昔の歌を楽しく練習する潺
何人でも潸楽しく歌う会で、心身ともにリフレッシュしています。
蜷泉南山野草会＝漓3日曜日滷13：00～16：30澆月例会、展示会、野外
研修会他潺何人でも潸山野草を育て環境保護に、また健康に努めましょう。
蜷泉南川柳会＝漓4日曜日滷13：00～16：00澆川柳作句及び発表会潺30
人潸川柳のおもしろさ、楽しさをご一緒にどうぞ。お待ちしています。
蜷申込み・問合せ＝信達公民館（薀83-9264）

信達公民館で活動しているクラブを紹介します
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笊
マ
ジ
ッ
ク
入
門
▼
と
き
＝
十

月
二
十
一
日
貉
以
降
の
毎
月
第

二
、
四
水
曜
日
午
後
七
時
〜
九

時
（
全
八
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼

携
行
品
＝
五
〇
〇
円
硬
貨
、
ハ

ン
カ
チ
一
枚
、
ト
ラ
ン
プ
、
ハ

サ
ミ
▼
費
用
＝
三
〇
〇
〇
円

（
材
料
費
）

笆
泉
南
市
内
の
民
俗
講
座
▼
と

き
＝
十
月
二
十
四
日
貍
以
降
の

毎
月
第
四
土
曜
日
午
後
一
時
半

〜
三
時
半
（
全
五
回
）
▼
と
こ

ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
内
容
＝
生

活
に
密
着
し
た
歴
史
「
民
俗
」

を
知
る
。
信
達
地
域
の
民
俗
を

中
心
に
行
い
ま
す
▼
定
員
＝
二

〇
人
▼
携
行
品
＝
筆
記
用
具

笳
セ
ラ
ミ
カ
ル
ア
ー
ト
▼
と

き
＝
十
月
二
十
一
日
貉
以
降
の

毎
月
第
一
、
三
水
曜
日
午
後
二

時
〜
四
時
（
全
八
回
）
▼
と
こ

ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
定
員
＝
一

〇
人
▼
携
行
品
＝
竹
串
、
エ
プ

ロ
ン
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、
小
さ

い
ハ
サ
ミ
、
お
し
ぼ
り
、
シ
ッ

カ
ロ
ー
ル
▼
費
用
＝
一
〇
〇
〇

円
（
材
料
費
）

▼
笊
笆
笳
の
対
象
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
▼
笊
笆

笳
の
申
込
み
＝
十
月
十
四
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
漓
希
望
講
座
名
滷
郵
便
番

号
・
住
所
澆
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

潺
生
年
月
日
潸
電
話
番
号
。
返

信
用
ハ
ガ
キ
に
、
ご
自
分
の
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

の
上
、
〒
590
・
０
５
２
１
泉
南

市
樽
井
六
の
一
一
の
一
六
・
樽

井
公
民
館
講
座
受
講
係
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
そ
の

他
＝
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

十
月
十
七
日
貍
午
前
十
時
よ

り
、
樽
井
公
民
館
に
お
い
て
、

公
開
抽
選
を
実
施
し
、
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
▼
笊
笆
笳
の

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

譖
泉
南
青
年
会
議
所
で
は
、

障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
の
社
会

参
加
の
場
の
提
供
と
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し

て
、
Ｆ
Ｕ
Ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ
ぴ
っ
く

を
開
催
し
ま
す
。
障
害
者
と
健

常
者
が
一
緒
に
行
う
楽
し
い
運

動
会
で
す
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
四
日
貍
午

前
十
時
〜
午
後
三
時
▼
と
こ

ろ
＝
阪
南
市
立
総
合
体
育
館
▼

募
集
対
象
者
＝
▽
障
害
を
お
持

ち
の
市
民
の
方
▽
小
学
五
年
〜

中
学
二
年
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
競
技
参
加
と
お
手

伝
い
）
▽
一
般
市
民
の
方
（
競

技
参
加
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

▼
申
込
み
＝
十
月
十
五
日
ま
で

に
電
話
、
ハ
ガ
キ
、
フ
ァ
ク
ス

で
、
〒
590
・
０
５
２
１
泉
南
市

樽
井
六
丁
目
二
二
の
三
・
樽
井

区
民
セ
ン
タ
ー
三
階
・
譖
泉
南

青
年
会
議
所
Ｆ
Ｕ
Ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ

ぴ
っ
く
係
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
又
は
学
校
名
と
学
年
、

電
話
番
号
、
障
害
者
の
方
は
障

害
の
内
容
、
当
日
の
介
護
の
有

無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼
そ

の
他
＝
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
後
日
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
▼
問
合
せ
＝

同
会
議
所
（
薀
祟
５
９
２
５
・

フ
ァ
ク
ス
薀
祟
０
７
１
５
）

華
や
い
で
大
阪
・
南
泉
州
観

光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会

で
は
、
南
河
内
へ
の
バ
ス
ツ
ア

ー
を
企
画
し
ま
し
た
。
紅
葉
の

南
河
内
を
バ
ス
に
揺
れ
な
が

ら
、
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
二
日
貅

（
午
前
八
時
四
十
分
、
南
海
本

線
岸
和
田
駅
東
側
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
裏
門
に
集
合
）
▼
コ
ー

ス
＝
▽
Ａ
コ
ー
ス
・
南
泉
州

（
午
前
九
時
）
…
近
つ
飛
鳥
博

物
館
…
叡
福
寺
（
昼
食
）
…
河

内
ワ
イ
ン
…
野
中
寺
…
南
泉
州

（
午
後
五
時
二
十
分
頃
）
▽
Ｂ

コ
ー
ス
・
南
泉
州
（
午
前
九
時
）

…
金
剛
寺
…
農
業
公
園
サ
バ
ー

フ
ァ
ー
ム
（
昼
食
）
…
観
心
寺

…
金
剛
山
…
南
泉
州
（
午
後
五

時
三
十
分
頃
）
▼
対
象
＝
岸
和

田
・
貝
塚
・
泉
佐
野
・
阪
南
・

泉
南
市
・
熊
取
・
田
尻
・
岬
町

在
住
の
方
▼
費
用
＝
二
〇
〇
〇

円
（
昼
食
代
含
む
）
▼
定
員
＝

各
コ
ー
ス
・
四
〇
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
の
上
、
通
知
し
ま

す
）
▼
申
込
み
＝
十
月
二
十
六

日
豺
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で

に
、
官
製
ハ
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
コ
ー
ス
を
記
入
の
上
、

〒
599
・
０
２
９
２
阪
南
市
尾
崎

町
三
五
の
一
・
阪
南
市
産
業
経

済
課
・
南
河
内
バ
ス
ツ
ア
ー
係

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ
＝
商
工
課
（
内
線
583
）

砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
次
の
と
お
り
、
砂
川
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
月
十
八
日
豸
午
前

十
時
〜
午
後
三
時
十
分
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
＝
同
セ
ン
タ

ー
内
運
動
場
▼
内
容
＝
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、

展
示
な
ど
▼
問
合
せ
＝
同
セ
ン

タ
ー
・
保
護
第
一
課
（
薀
祗
２

８
８
１
）

日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
時
代

が
到
来
し
た
現
在
、
一
人
ひ
と

り
が
そ
の
リ
ス
ク
と
財
産
の
保

全
に
対
処
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
内

容
か
ら
、
起
こ
り
う
る
リ
ス
ク

へ
の
対
処
法
ま
で
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
三
日
貂
午
後

二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

区
民
セ
ン
タ
ー
▼
テ
ー
マ
＝
日

本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
の
衝
撃
と
金

融
・
保
険
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変

化
▼
講
師
＝
田
嶋
智
太
郎
さ
ん

（
金
融
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

▼
費
用
＝
無
料
▼
定
員
＝
四
〇

人
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
南

市
商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

公
民
館
講
座
（
後
期
）

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

第
十
八
回
砂
川
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

南
河
内
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｆ
Ｕ
Ｎ
・
ｆ
ｕ
ｎ
ぴ
っ
く

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

経
済
講
演
会
に
参
加
し

ま
せ
ん
か



で
と
し
ま
す
▽
そ
の
他
＝
す
で
に
印
鑑

登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑
登
録
証

カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
258
）

十
月
一
日
、
五
年
に
一
度
の
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査

を
お
願
い
し
た
お
宅
に
は
、
調
査
員
が

調
査
票
の
回
収
に
お
伺
い
し
ま
す
。
調

査
の
結
果
は
、
国
や
地
方
自
治
体
の
住

生
活
関
連
施
策
な
ど
の
重
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
内
容
を
統
計
作
成
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
268
）

現
在
ま
で
の
指
定
業
者
に
加
え
、
次

の
業
者
が
新
た
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
譁
丸
三
水
道
工
業
所
・
泉
大
津
市
板

原
一
三
四
六
の
一
（
薀
０
７
２
５
瞹
０

４
０
６
）
▽
泉
南
市
管
工
事
業
協
同
組

合
・
樽
井
三
の
一
六
の
三
（
薀
祚
１
０

４
１
）
▽
久
保
工
業
譁
・
富
田
林
市
山

中
田
町
一
の
一
四
の
二
五
（
薀
０
７
２

１
・
瞎
２
５
９
５
）
▽
譁
山
田
設
備
・

新
家
三
〇
二
七
（
薀
祗
２
２
３
５
）
▽

西
村
水
道
工
業
譁
・
堺
市
伏
尾
七
六
一

の
二
（
薀
０
７
２
２
・
礬
９
８
８
０
）

▽
朝
井
建
設
・
中
小
路
一
の
七
の
三
四

（
薀
祟
０
０
２
８
）

▽
問
合
せ
＝
水
道
部
・
工
務
課
（
薀
祗

６
５
５
１
）

国
や
公
社
、
警
察
、
役
所
な
ど
行
政

の
行
う
仕
事
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る

こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
そ
ん
な
時
は
行
政
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
と
は
、
総
務
庁
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
行
政
相
談
員
が
、
行
政
の
仕
事

に
関
し
て
要
望
や
苦
情
、
相
談
を
受
け
、

行
政
監
察
局
な
ど
と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立
て
る
も
の

で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

十
月
十
一
日
豸
〜
十
七
日
貍
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。
泉
南
市
で
は
次
の
と

お
り
、
特
設
行
政
相
談
室
を
開
設
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
＝
十
月
十
五
日
貅
午
後
二
時
〜

四
時
▽
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
・
三
階

控
室
▽
泉
南
市
の
行
政
相
談
員
＝
▽
辻

英
雄
さ
ん
（
岡
田
三
の
二
一
の
三
・
薀

祚
２
３
４
５
）
▽
石
神
節
子
さ
ん
（
樽

井
五
の
一
九
の
九
・
薀
祗
４
０
１
７
）

▽
問
合
せ
＝
企
画
広
報
課
（
内
線
227
）

9

相
談
あ
ん
な
い 

相談名 ところ と　き 問合せ 問合せ 

法律相談 

市民相談 

特設行政相談 

人権相談 

健康相談 

消費者相談 

求人・求職相談 

交通事故相談 

母子相談 

10月1・15・22日貅 
9：30～12：00 
申込みは前日9：00～ 
お電話で（先着10人） 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
執務時間中 

市役所 
市民相談室 

樽井公民館 
3階・控室 

市役所 
市民相談室 
 

市役所 
市民相談室 

市役所 
児童福祉課 

保健センター 

市役所 
商工課分室 

市役所 
企画広報課 

市役所 
商工課 
商工係窓口 

企画広報課 
薀83-0001 
（内線227） 

企画広報課 
薀83-0001 
（内線227） 

環境整備課 
薀83-0001 
（内線228） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

企画広報課 
薀83-0001 
（内線227） 

商工課 
薀83-0001 
（内線583） 

商工課 
薀83-0001 
（内線583） 

人権啓発課 
薀83-0001 
（内線212） 

保健センター 
薀82-7615 
 

10月15日貅 
午後2時～4時 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

毎週木曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎月第2・4水曜日 
午前10時～午後4時 
（受付は3時半まで） 

毎週火・水・ 
金曜日 
午後1時～4時 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 

 

相談名 ところ と　き 

児童相談 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

知的障害者相談 

スポーツ相談 

心配ごと相談 

教育相談 

女性相談 テレフォンサービス 

火曜日 
午前9時半～12時 
それ以外は予約制 

毎月第2水曜日 
午後6時～9時 
毎月第4金曜日 
午後1時～4時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

市民体育館 

教育相談室 

樽井公民館 
3階控室 
（電話予約必要） 

泉南市総合福祉センター内 
子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

子ども相談室 
薀85-1586 
 
社会福祉課 
薀83-0001 
（内線310） 

教育相談室 
薀83-3755 
 
人権啓発課 
薀83-0001 
（内線237） 

労働相談 毎月第2木曜日 午後2時～5時 
市役所 
商工課分室 

商工課 
薀83-0001 
（内線583） 

健康相談 

毎週月曜・坂口医師 
毎週水曜・西森医師 
時間はいずれも 
午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 
 

総合福祉 
センター 
薀85-0707 
 

市民体育館 
薀82-1000 
 
社会福祉 
協議会 
薀82-1027 
 

毎月第1・3 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

毎月第1日曜日 
午前9時～11時 

毎週木曜日 
午前9時～正午 

月～金曜日 
午前10時 
　～午後4時  

 

82-4111
市の主な行事案内 
をいつでもお聞き 
いただけます。 

高齢者・障害者のための 薀 

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
部
よ
り
新
指
定
店
（
工

事
店
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

秋
の
行
政
相
談
週
間

特
設
行
政
相
談
室
を
開
設
し
ま
す

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
に
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

▽
支
給
の
対
象
＝
三
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
。
但
し
、
前
年
（
一

月
か
ら
四
月
ま
で
の
請
求
に
つ
い
て
は

前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

▽
手
当
の
額
（
月
額
）
＝
第
一
・
二
子

は
五
〇
〇
〇
円
、
第
三
子
以
降
は
一
〇

〇
〇
〇
円
。

▽
手
続
き
＝
印
鑑
、
請
求
者
（
大
体
は

児
童
の
父
）
名
義
の
銀
行
等
の
通
帳
を

持
参
の
上
、
児
童
福
祉
課
で
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。
但
し
、
公
務
員
の
方
は
勤

務
先
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
給
中
の
方
の
手
続
き
＝
次
の
よ
う

な
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
す
み

や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

漓
特
例
給
付
の
受
給
者
（
厚
生
年
金
等

の
加
入
者
）
が
退
職
し
た
と
き
滷
出
生

な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
と
な
る
児
童
が

増
え
た
と
き
澆
受
給
者
の
住
所
が
他
市

区
町
村
に
変
わ
っ
た
と
き
潺
養
育
し
て

い
る
児
童
の
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
潸

受
給
者
・
児
童
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と

き
澁
受
給
者
が
公
務
員
と
な
っ
た
と
き

澀
支
払
希
望
金
融
機
関
を
変
更
し
た
い

と
き
。

※
手
続
き
が
遅
く
な
り
ま
す
と
、
受
け

ら
れ
る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
312
）

長
い
間
会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
た
方

で
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
と

そ
の
扶
養
家
族
の
方
は
、
老
人
保
健

（
七
十
歳
以
上
）
に
移
る
ま
で
の
間
、
退

職
者
医
療
制
度
で
医
療
機
関
に
受
診
で

き
ま
す
。

退
職
者
医
療
制
度
の
特
長
は
、
医
療

機
関
で
受
診
す
る
際
、
二
割
負
担
で
受

診
で
き
る
こ
と
で
す
（
扶
養
家
族
は
入

院
の
み
二
割
、
通
院
は
三
割
）。
年
金
受

給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適
用
を
受
け

れ
ま
す
の
で
、
年
金
証
書
を
受
け
取
っ

た
ら
、
十
四
日
以
内
に
保
険
証
、
印
鑑
、

年
金
証
書
を
持
っ
て
市
役
所
国
保
年
金

課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
（
十
四
日
を

過
ぎ
て
も
届
け
出
は
で
き
ま
す
が
、
適

用
は
届
け
出
日
か
ら
に
な
り
ま
す
）。

▽
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る

方
＝
▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
▽
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
▽
厚
生
年
金
や
各
種
共
済

組
合
等
の
年
金
制
度
に
二
十
年
以
上
加

入
し
て
い
た
、
又
は
、
四
十
歳
以
降
に

十
年
以
上
加
入
し
て
い
た
方
で
、
既
に

そ
れ
ら
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
。

▽
扶
養
家
族
と
は
＝
退
職
者
本
人
の
配

偶
者
（
事
実
上
の
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
方
を
含
む
）
及
び
、
同
一

世
帯
内
の
三
親
等
内
の
親
族
で
、
年
間

収
入
額
が
一
三
〇
万
円
以
下
（
六
十
歳

以
上
又
は
障
害
者
は
一
八
〇
万
円
以
下
）

の
方
。

現
在
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

証
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
方
は
す
で
に
、
退

職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
ま

す
の
で
届
け
出
は
不
要
で
す
。

▽
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
291
）

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
設
置
し

て
い
る
自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
と
市

役
所
の
執
務
時
間
以
外
の
休
日
で
も
住

民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等
の
交
付

が
受
け
ら
れ
と
て
も
便
利
で
す
。

但
し
、
利
用
す
る
に
は
暗
証
番
号
を

届
け
、
請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十

二
月
二
十
九
日
ま
で
の
平
日
（
午
前
八

時
〜
午
後
七
時
）、
土
日
祝
日
（
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
）
但
し
、
毎
月
第
三
木

曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時
ま

8
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i
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お
知
ら
せ

の
ペ
ー
ジ

市役所 薀83-0001

清掃課 薀83-5875
総合福祉センター

薀85-0707

児
童
手
当
・
特
例
給
付
は

請
求
さ
れ
ま
し
た
か

こ
れ
は
便
利
！
休
日
で
も

住
民
票
な
ど
が
取
れ
ま
す

退
職
者
医
療
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？



協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
（
内
線
569
）

去
る
、
八
月
十
八
日
午
前
六
時
頃
、
泉

南
清
掃
事
務
組
合
・
清
掃
工
場
の
鉄
分
バ

ン
カ
内
で
火
災
が
発
生
し
、
現
在
、
粗
大

ご
み
の
処
理
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

原
因
は
、
自
然
発
火
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
（
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
含
む
）、
消
火
器
、
シ
ン
ナ
ー
や
ガ

ソ
リ
ン
の
缶
等
、
爆
発
や
火
災
を
引
き
起

こ
す
危
険
物
を
絶
対
に
清
掃
工
場
に
搬
入

し
た
り
、
粗
大
ご
み
、
一
般
ご
み
と
し
て

出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

ら
の
危
険
物
に
つ
い
て
は
、
必
ず
販
売
店

等
に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▽
問
合
せ
＝
泉
南
清
掃
事
務
組
合
（
薀
祚

０
５
８
１
）

去
る
、
八
月
五
日
貉
午
前
九
時
五
十
分

頃
、
粗
大
ご
み
収
集
時
に
お
い
て
、
混
入

さ
れ
た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
及
び
ス
プ
レ
ー

缶
が
何
か
の
原
因
で
発
火
、
ご
み
収
集
車

の
後
方
部
分
が
燃
え
る
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
初
期
消
火
に
よ
り
大
火
災
・
事
故

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
中
身
の
ガ
ス
を

完
全
に
使
い
切
っ
て
か
ら
缶
に
穴
を
空

け
、
必
ず
清
掃
課
ま
で
、
電
話
で
収
集
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
収
集
車
が
全
焼
す
る
事
故
が
、
以

前
に
も
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事

故
が
絶
対
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ご
み
の
分

別
収
集
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
約
六
割

が
、
容
器
・
包
装
ご
み
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
店
で
も
ら
う
レ
ジ
袋
は
、
全
国

平
均
で
一
世
帯
あ
た
り
一
週
間
に
八
・
四

枚
、
一
ヶ
月
に
三
十
四
枚
消
費
さ
れ
、
大

半
が
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
ま
す
。

も
し
一
人
ひ
と
り
が
、
お
買
い
も
の
に

家
か
ら
、
袋
や
か
ご
（
マ
イ
・
バ
ッ
グ
）

を
持
っ
て
い
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
ず
い
ぶ

ん
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

買
い
物
袋
を
持
っ
て
お
買
い
も
の
に
行

く
こ
と
は
、
面
倒
で
す
が
、
毎
日
の
習
慣

に
な
れ
ば
特
に
、
面
倒
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。今
の
使
い
捨
て
社
会
を
見
直
し
、

環
境
に
や
さ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提

案
す
る
、
こ
れ
が
マ
イ
・
バ
ッ
グ
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
気
に
入
っ
た
買
い
物
袋

を
購
入
し
た
り
、
一
度
使
っ
た
レ
ジ
袋
を

バ
ッ
グ
に
入
れ
て
お
け
ば
仕
事
帰
り
の
お

買
い
も
の
に
も
再
利
用
で
き
便
利
で
す
。

ま
ず
は
、
レ
ジ
袋
か
ら
ご
み
の
減
量
・
リ

サ
イ
ク
ル
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

十
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
第
三
期
分
）
の
納
税
月
で
す
。

▽
納
税
は
安
全
・
便
利
な
口
座
振
替
で
＝

市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
預

貯
金
口
座
の
あ
る
取
扱
い
金
融
機
関
へ
預

貯
金
通
帳
と
ご
使
用
印
を
ご
持
参
の
上
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
235
）

次
の
よ
う
な
人
は
、
申
請
し
て
承
認
を

受
け
る
と
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

但
し
、
免
除
は
年
度
ご
と
に
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

▽
所
得
が
少
な
く
、
生
活
に
お
困
り
の
方

▽
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
、
経
済
的
に
お
困

り
の
方
▽
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
特
別
な
理
由
の
あ
る
方

▽
免
除
さ
れ
た
期
間
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
＝
▽
受
給
資
格
期
間
に
合
算
さ
れ
ま
す

▽
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の

三
分
の
一
の
金
額
に
な
り
ま
す
▽
保
険
料

は
十
年
分
さ
か
の
ぼ
っ
て
追
納
で
き
ま
す

（
通
常
は
二
年
）。

▽
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）
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　日 月 火 水 木 金 土  
　 　 　 　 珈 玳 珎

玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅

瑯 笄 筍 琲 琺 瑕 琿

瑟 筴 筧 瑜 瑩 瑰 瑣

瑪 箘 箟 璋 璞 璧 瓊

珈 笆 笳 笘 珀 珥 珮  

10月1日～11月9日　薀84-2627

□・・・開館 
●・・・休館 
蜷受付時間 
（午前9：15～午後7：00） 
蜷利用料金 
大　人　＝　500円 
高校生　＝　300円 
小・中学生＝200円 
高齢者　＝　250円 

蜷幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。 
保護者同伴の場合でも、保護者1人につき幼児2人に制限しています。 

　日 月 火 水 木 金 土  
　 　 　 　 珈 玳 珎

玻 縉 笞 珮 珞 璢 筐

瑯 縹 筍 琲 琺 瑕 琿

瑟 繖 筧 瑜 瑩 瑰 瑣

瑪 繼 箟 璋 璞 璧 瓊

珈 縒 笳 玻 珀 珥 珮  

10月1日～11月7日　薀83-4361

□
…
開
館
日 

■
…
午
前
中
開
館
日 

●
…
全
日
休
館
日 

蜷開館時間＝9：00～22：00 
（行事によって早く閉館する場合があります） 

か
し
の
き
号
か
ら
の
お
知
ら
せ 

▽
十
一
月
の
「
か
し
の
き
号
」
の
巡
回
に
つ
き

ま
し
て
は
、
予
定
を
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
広
報
せ

ん
な
ん
十
一
月
号
、
市
内
掲
示
板
な
ど
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

▽
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
な
ど

に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

ご
み
処
理
工
場
で
火
災

事
故
が
発
生
し
ま
し
た

ご
み
収
集
時
に
火
災
事
故

が
発
生
し
ま
し
た

市
税
は
納
期
内
に
必
ず

お
納
め
く
だ
さ
い

あ
な
た
の
年
金
権
を
守
る

免
除
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

十
月
一
日
〜
三
十
日
、
マ
イ
・
バ
ッ

グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す

高
齢
者
の
方
、
ま
た
高
齢
者
を
介
護
し

て
い
る
ご
家
庭
で
、
毎
日
の
生
活
や
介
護

の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
困
っ
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご

相
談
し
て
い
た
だ
く
福
祉
の
窓
口
・
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
「
支
援
の
泉
・
あ

い
ぴ
あ
泉
南
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

十
月
一
日
貅
よ
り
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

▽
と
こ
ろ
＝
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

い
ぴ
あ
泉
南
（
泉
南
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
▽
開
所
日
時
＝
月
〜
金
曜
日
の
午

前
九
時
〜
午
後
五
時
。
但
し
、
電
話
相
談

で
は
、
平
日
、
夜
間
、
土
日
祝
日
を
問
わ

ず
、
二
十
四
時
間
体
制
で
受
付
し
ま
す

（
相
談
直
通
電
話
・
薀
祕
３
６
０
０
）
▽

相
談
内
容
＝
▽
介
護
に
関
す
る
悩
み
事
な

ど
に
、
電
話
や
面
接
で
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
い
ろ
い
ろ
な
保
健
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

紹
介
し
ま
す
▽
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

が
自
分
で
で
き
な
い
場
合
、
申
請
手
続
き

を
し
ま
す
▽
介
護
用
品
、
介
護
機
器
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
利
用
方
法
を
体

験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
展
示
し
て
い
ま

す
▽
高
齢
者
向
け
の
住
宅
の
増
改
築
に
つ

い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
▽
費
用
＝
無
料

▽
そ
の
他
＝
相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

▽
問
合
せ
＝
高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
288
）

Ｑ
・
保
険
に
は
だ
れ
が
加
入
す
る
の
？

Ａ
・
四
十
歳
以
上
の
医
療
保
険
に
入
っ
て

い
る
人
は
、
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

Ｑ
・
介
護
保
険
に
は
、
な
ぜ
四
十
歳
か
ら

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
？

Ａ
・
概
ね
四
十
歳
ぐ
ら
い
か
ら
老
化
に
と

も
な
う
初
老
期
痴
呆
や
脳
血
管
障
害
な
ど

に
よ
り
、
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
る
可

能
性
が
高
く
な
る
こ
と
や
、
自
ら
の
親
も

介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高

く
な
り
、
各
世
代
が
お
互
い
に
介
護
費
用

を
負
担
す
る
こ
と
に
適
し
て
い
る
た
め
で

す
。ま

た
、
介
護
保
険
制
度
は
、
医
療
保
険

制
度
や
年
金
制
度
と
同
様
に
社
会
全
体
で

支
え
合
い
、
運
営
さ
れ
る
社
会
保
険
方
式

を
採
用
し
て
お
り
、
四
十
歳
以
上
の
国
民

は
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

▽
問
合
せ
＝
高
齢
者
福
祉
課
・
介
護
保
険

担
当
（
薀
祕
０
７
０
７
）

政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
泉
南
市
長
の

資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
泉
南
市
長
の
資
産
等
の
報
告
書
を
公

開
し
ま
す
。

今
回
、
公
開
す
る
の
は
、
市
長
選
挙
の

行
わ
れ
ま
し
た
平
成
十
年
五
月
十
七
日
に

お
い
て
、
泉
南
市
長
の
有
す
る
資
産
等
に

つ
い
て
示
す
資
産
等
報
告
書
で
す
。

▽
と
き
＝
十
月
二
十
六
日
豺
〜
▽
と
こ

ろ
＝
秘
書
課
▽
閲
覧
時
間
＝
市
役
所
執
務

時
間
中
▽
問
合
せ
＝
秘
書
課
（
内
線
330
）

限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
あ
る「
土
地
」

の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
十
一
月
に

「
法
人
土
地
基
本
調
査
」
と
「
法
人
建
物

調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
無
作
為
に
抽

出
さ
れ
た
全
国
で
約
四
十
九
万
の
法
人
を

対
象
に
、
土
地
の
所
有
・
利
用
の
現
状
を

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
お
尋
ね
し
ま
す
（
土

地
や
建
物
を
お
持
ち
で
な
い
法
人
も
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
ご
回
答
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
）。

調
査
の
結
果
は
、
土
地
に
関
す
る
総
合

的
な
統
計
デ
ー
タ
と
し
て
、
今
後
の
土
地

政
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料

と
な
る
ほ
か
は
、
他
の
目
的
に
は
一
切
使

用
さ
れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
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●里外神社はしばらく休止させていただきます 

ステーション名 

金熊寺 
砂川集会所 

楠台1号公園 

一丘団地 
サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

八幡山自治会館 

曜日 時間 
巡　回　日 

10月 11月 11月 
ステーション名 曜日 時間 

巡　回　日 
10月 

4日 18日 

4日 18日 

4日 18日 

7日 21日 

1日 15日 

1日 15日 

1日 15日 

7日 21日 

7日 21日 

7日 21日 

3日 17日 

4日 18日 

4日 18日 

4日 18日 

水 

水 

水 
土 

日 

日 

日 

13：15～ 
13：45
14：15～ 
15：00
15：30～ 
16：15
14：00～ 
15：30
10：30～ 
11：30
13：30～ 
14：30
15：00～ 
16：00

岡中老人集会所 
男里農協 

浜老人集会所 

青少年センター 
西信達公民館 

里外神社 

28日 

11日 

11日 

11日 

14日 

14日 28日 

25日 
25日 

25日 

水 

水 

水 
土 

土 

13：30～ 
14：00
14：30～ 
15：00
15：15～ 
16：00
13：15～ 
14：00
14：30～ 
15：45

10月・11月の巡回日程のお知らせ 

24日 

14日 

14日 

14日 

24日 

28日 
28日 

28日 

日 月 火 水 木 金 土  
　 　 　 　 珈 玳 珎
玻 笙 珥 珮 珞 璢 筐
瑯 笄 珸 琲 琺 瑕 琿
瑟 筴 瑁 瑜 瑩 瑰 瑣
瑪 箘 瑾 璋 璞 璧 箋
珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮  

10月1日～11月7日  薀82-7766 
 

□…開館日（午前10時～午後5時） 
●…休館日 

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
い
ぴ
あ
泉
南
が

十
月
一
日
に
事
業
を
開
始
し
ま
す

法
人
土
地
基
本
調
査
・
法
人
建

物
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

シ
リ
ー
ズ
・
介
護
保
険

Ｑ
＆
Ａ
・
そ
の
二

市
長
の
資
産
等
の
報
告
書

を
公
開
し
ま
す

▲�

▲�
蚩 

蚩 蚩 
蚩 蚩 

蕾 



ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
と
重
点
的
な
巡
回
を

実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
生
活
安
全
課

（
薀
磚
１
２
３
４
）

入
居
者
の
所
得
に
応
じ
て
、
府
が
家

賃
の
一
部
を
補
助
す
る
「
大
阪
府
特
定

優
良
賃
貸
住
宅
」
の
空
家
登
録
者
を
募

集
し
ま
す
。

▽
住
宅
名
＝
▽
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
中
小

路
（
中
小
路
）
▽
サ
ニ
ー
ハ
ウ
ス
泉
南

（
信
達
市
場
）
▽
募
集
戸
数
＝
数
戸
▽
入

居
時
期
＝
十
二
月
一
日
〜
五
月
末
日
▽

申
込
書
の
配
布
＝
十
月
一
日
よ
り
、
府

住
宅
供
給
公
社
、
泉
南
住
宅
管
理
事
務

所
ほ
か
▽
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
月
一

日
貅
〜
二
十
七
日
貂
ま
で
。
大
阪
府
住

宅
供
給
公
社
・
民
間
住
宅
課
（
薀
06
・

203
・
５
４
５
１
）

政
府
の
経
済
対
策
の
一
環
と
し
て
、

事
業
主
向
け
の
助
成
金
制
度
（
雇
用
調

整
助
成
金
・
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
等
）
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、
助
成
金
の
活
用
を
テ
ー

マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き
＝
十
月
二
十
二
日
貅
午
後
二
時

半
〜
四
時
▽
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ
ン

タ
ー
▽
講
師
＝
泉
佐
野
公
共
職
業
安
定

所
担
当
官
▽
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉
南

市
商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

平
成
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
男
女
雇

用
機
会
均
等
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
ま

す
。
改
正
内
容
に
つ
い
て
、
一
緒
に
学

び
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
＝
十
月
二
十
二
日
貅
午
後
一
時

半
〜
二
時
半
▽
と
こ
ろ
＝
樽
井
区
民
セ

ン
タ
ー
▽
講
師
＝
労
働
省
・
大
阪
女
性

少
年
室
担
当
官
▽
申
込
み
・
問
合
せ
＝

泉
南
市
商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

▽
と
き
＝
十
月
十
七
日
貍
午
前
十
時
〜

午
後
五
時
、
十
八
日
豸
午
前
九
時
半
〜

午
後
四
時
▽
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▽

そ
の
他
＝
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
苗
の
即
売
会
も
あ
り
ま
す
▽

問
合
せ
＝
泉
南
山
野
草
会
・
河
野
（
薀

祟
６
４
１
７
）

一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
と
き
＝
十
月
二
十
五
日
豸
午
後
一
時

〜
四
時
▽
と
こ
ろ
＝
泉
佐
野
市
文
化
会

館
（
泉
の
森
ホ
ー
ル
）
泉
佐
野
市
市
場

東
一
丁
目
二
九
五
の
一
（
南
海
本
線
泉

佐
野
駅
か
ら
徒
歩
約
十
五
分
）
▽
内

容
＝
▽
一
部
・
消
防
団
発
足
五
十
周
年

記
念
式
典
（
優
良
消
防
団
員
に
表
彰
状
、

消
防
功
労
者
に
感
謝
状
贈
呈
）
▽
二

部
・
歌
謡
シ
ョ
ー
（
津
軽
ひ
ろ
子
）
▽

問
合
せ
＝
譛
大
阪
府
消
防
協
会
泉
南
地

区
支
部
（
薀
矗
３
６
０
１
）
・
泉
南
市

消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１
９
）
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泉
南
地
区
消
防
団
・
家
族

感
謝
会
を
開
催
し
ま
す

泉
南
山
野
草
会
・
秋
の
山
野

草
展
示
会
を
開
催
し
ま
す

特
定
優
良
賃
貸
住
宅
空
家

の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

男
女
雇
用
機
会
均
等

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

雇
用
保
険
助
成
金
活
用

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

シンガーソングライター・イルカさんがやってくる！
あいぴあ泉南オープン1周年・在宅介護支援センター開設記念
寝たきりゼロ講演会を開催します
誰もが健康で長生きすることを願い、同

時に自分や配偶者が、介護を必要とするよ
うな状態になった時の不安を抱いています。
現に、家族の介護に直面し、苦労されてい
る方もたくさんいます。歳をとること、身
体の機能が衰えることは避けられないとし
ても、寝たきりは予防できます。
日頃の健康づくり、原因となる病気の早

期発見・早期治療、リハビリ、住宅改造、
適切な介護の方法など、暮らしの身近なと
ころで考える講演会を開催します。共に集
い、共に考えてみましょう。
蜷とき＝10月30日貊午後1時30分～4時
蜷ところ＝あいぴあ泉南・1階大会議室ほか
蜷内容＝蜴1部・イルカ（シンガーソングラ
イター）が語る「私の健康づくり」（仮）～
愛と元気をうたいつづけて～
蜴2部・パネルディスカッション「身近で始
める寝たきりゼロ作戦」

蜷費用＝無料
蜷その他＝蜴
保健福祉関係
の情報相談コ
ーナー蜴介護
用品・福祉機
器展示コーナ
ー蜴ねんりん
ピックＰＲコ
ーナーなど蜴
手話通訳もあ
ります。
蜷主催＝泉南
市・大阪府・
寝たきり老人
ゼロ推進府民
会議
蜷問合せ＝泉南市総合福祉センタ－（薀85-
0707・ファクス85-0909）

イルカさんのプロフィール
東京生まれ。’74年「あの頃

の僕は」で歌手デビュー。代
表作品に「なごり雪」があり、
現在コンサート活動を中心に
全国ツアーを展開。また、絵
本の著者としても活躍中。

最
近
、
市
役
所
や
福
祉
事
務
所
の
職

員
と
偽
り
、
年
金
受
給
者
の
自
宅
へ
直

接
訪
問
し
「
年
金
を
増
や
す
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
」
と
、
年
金
証
書
や
印
鑑
・

預
金
通
帳
等
を
渡
す
よ
う
に
言
葉
巧
み

に
話
し
か
け
ら
れ
た
と
の
相
談
が
、
府

内
で
数
件
あ
り
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
や
市
の
職

員
が
こ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
こ
と
は

一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
年

金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
各
種
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
事
務
所

（
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
）
や
市
の
年

金
係
（
国
民
年
金
の
み
の
場
合
）
の
窓

口
で
行
う
か
、
郵
送
に
よ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

不
審
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
社
会
保

険
事
務
所
、
ま
た
は
市
の
年
金
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
255
）

こ
の
調
査
は
、
明
治
元
年
か
ら
昭
和

二
十
年
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
建
物
で
、

主
と
し
て
伝
統
的
な
様
式
や
技
法
を
用

い
て
建
て
ら
れ
た
も
の
の
所
在
と
価
値

を
調
査
し
、
報
告
書
を
作
成
す
る
も
の

で
す
。
平
成
十
年
と
十
一
年
に
一
次
調

査
か
ら
三
次
調
査
ま
で
行
わ
れ
、
文
化

庁
の
補
助
金
を
受
け
、
大
阪
府
教
育
委

員
会
が
譖
大
阪
府
建
築
士
会
に
委
託
し

て
行
い
ま
す
。

泉
南
市
で
も
、
十
月
と
十
一
月
に
建

築
士
の
会
「
い
ず
み
野
」
の
調
査
員
が

建
物
の
外
観
の
一
次
調
査
を
行
う
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
調
査
に
伴
い
、
対

象
と
な
っ
た
建
物
に
調
査
員
が
お
伺
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
＝
社
会
教
育
課
（
内
線
248
）

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た

が
、
お
宅
の
防
犯
対
策
は
万
全
で
し
ょ

う
か
。
泉
南
警
察
署
で
は
、
十
月
十
一

日
〜
二
十
日
ま
で
の
期
間
、
全
国
地
域

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

最
近
、
泉
南
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、

皆
さ
ん
の
留
守
中
や
就
寝
中
に
、
家
の

中
に
侵
入
し
て
現
金
な
ど
を
盗
む
侵
入

盗
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
戸
締
ま
り
な

ど
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

泉
南
警
察
署
で
は
安
全
運
動
期
間
中
、

こ
れ
ら
の
侵
入
盗
の
ほ
か
▽
ひ
っ
た
く

り
事
件
防
止
▽
少
年
非
行
防
止
▽
暴
力

団
の
追
放
▽
覚
醒
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用

防
止
な
ど
を
中
心
に
泉
南
市
防
犯
委
員

会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
。「
守
ろ
う
安
全
、

築
こ
う
安
心
！
」
を
合
い
言
葉
に
、
キ
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全
国
地
域
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

近
代
和
風
建
築
総
合
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

不
動
産
取
引
を
困
難
に
す
る
そ
の
他
の
原
因

と
し
て
、
宅
建
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が

あ
げ
ら
れ
る
。
宅
地
建
物
取
引
業
法
は
こ
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
購
入
者
の
利
益
を
守
る
事

を
目
的
と
し
て
い
る
。
私
は
宅
建
業
法
の
本
を

共
著
で
書
き
、
日
頃
か
ら
こ
の
法
律
に
強
い
関

心
を
持
っ
て
い
る
。
仮
の
ケ
ー
ス
と
し
て
次
の

よ
う
な
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。

注
文
建
築
風
イ
ー
ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
建
売
住

宅
を
購
入
し
、
手
付
金
を
入
れ
た
人
が
い
る
。

間
取
り
に
つ
い
て
は
詳
し
い
打
ち
合
わ
せ
が
で

き
た
が
、
材
料
な
ど
の
建
物
の
中
身
に
つ
い
て

は
全
く
話
し
合
い
が
な
か
っ
た
。
不
安
を
感
じ

て
現
場
担
当
者
に
聞
く
と
、
考
え
て
い
た
金
額

よ
り
は
る
か
に
低
い
金
額
で
建
て
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
幸
い
ま
だ
設
計
図
す

ら
で
き
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
手
付
金
の
額

も
極
め
て
低
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
の
返
還
は
求

め
な
い
こ
と
に
し
て
、
解
約
を
申
し
入
れ
た
。

し
か
し
業
者
は
こ
の
申
し
入
れ
を
拒
否
し
た
。

理
由
は
契
約
で
定
め
た
手
付
け
解
約
期
限
が

過
ぎ
て
い
る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。普
通
、

手
付
を
入
れ
て
お
れ
ば
、
売
主
が
建
物
を
建
て

始
め
る
な
ど
の
具
体
的
な
準
備
行
為
に
入
る
前

で
あ
れ
ば
、「
手
付
な
が
し
」
に
よ
り
契
約
を

解
除
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
業
者
は
、
契
約
書
に
「
契
約

締
結
か
ら
一
日
経
て
ば
手
付
な
が
し
に
よ
る
解

約
は
出
来
な
い
」
と
い
う
条
項
を
入
れ
て
い
た

の
で
、
そ
れ
を
根
拠
に
解
約
申
し
入
れ
を
拒
絶

し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
宅
建
業
法
は
、
手
付
解
約
権
を
制

限
す
る
な
ど
の
買
主
に
不
利
と
な
る
合
意
は
法

的
効
力
を
生
じ
な
い
と
定
め
、
法
的
知
識
の
な

い
購
入
者
が
不
当
に
契
約
に
縛
ら
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
規
制
し
て
い
る
。
本
ケ
ー
ス
の
よ

う
に
わ
ず
か
一
日
で
手
付
な
が
し
が
で
き
な
く

な
る
と
の
特
約
は
、
素
人
を
引
っ
か
け
て
い
る

と
い
わ
れ
て
も
弁
解
で
き
ず
、
も
ち
ろ
ん
無
効

で
あ
る
。

な
お
、
購
入
者
を
宅
建
取
引
の
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
守
る
た
め
、
都
道
府
県
に
宅
建
指
導
係
を
お

い
て
い
る
。不
動
産
取
引
で
ト
ラ
ブ
っ
た
人
は
、

ま
ず
こ
こ
を
訪
ね
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
そ

こ
で
は
だ
れ
で
も
宅
建
業
者
名
簿
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
業
者
な
ど
の
処
罰
歴
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

弁
護
士
も
宅
建
、
指
導
係
の
力
を
借
り
る
こ

と
が
あ
る
。
購
入
者
か
ら
相
談
を
受
け
、
宅
建

業
法
に
違
反
し
て
い
る
事
実
を
突
き
止
め
た
と

き
は
、
裁
判
所
に
訴
訟
を
起
こ
す
前
に
、
訴
状

と
同
じ
く
ら
い
詳
し
い
申
立
書
を
作
成
し
、
証

拠
ま
で
つ
け
て
出
す
。
弁
護
士
の
証
拠
に
基
づ

く
詳
し
い
申
立
に
よ
り
、
指
導
係
が
迅
速
に
行

動
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
。

申
立
を
受
け
た
指
導
係
は
、
す
ぐ
に
申
立
人

か
ら
事
情
を
聴
い
た
上
で
、
間
髪
を
入
れ
ず
業

者
を
呼
び
出
す
。
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
業
者
は

出
頭
す
る
。
呼
び
出
し
を
無
視
す
る
と
、
業
務

停
止
、
免
許
取
消
処
分
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
業
務
停
止
を
受
け
れ
ば
、
目
の

前
の
取
引
す
ら
行
え
ず
、
無
視
し
て
行
え
ば
懲

役
の
可
能
性
も
あ
る
。指
導
を
受
け
た
業
者
は
、

多
く
の
場
合
す
ぐ
に
購
入
者
に
連
絡
し
、
和
解

を
求
め
、申
立
の
取
り
下
げ
を
得
よ
う
と
す
る
。

か
く
て
早
期
解
決
と
な
り
、
購
入
者
の
利
益
が

守
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

弁
護
士
・
磯
野
　
英
徳

シ
リ
ー
ズ
・
役
に
立
つ
法
律
相
談

不
動
産
取
引
と
い
う
も
の
・
そ
の
二

年
金
受
給
者
を
狙
っ
た
ニ
セ

職
員
に
ご
用
心
く
だ
さ
い



初
め
て
中
国
語
を
学
ぶ
方
を
対
象
と

し
て
、
中
国
語
講
座
を
始
め
ま
す
。
講

師
の
林
陽
子
（
は
や
し
よ
う
こ
）
さ
ん

は
、
中
国
で
お
生
ま
れ
に
な
り
、
結
婚

に
伴
い
渡
日
さ
れ
、
現
在
、
泉
南
市
に

居
住
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

教
室
開
設
に
あ
た
り
、
林
陽
子
さ
ん

は
中
国
語
教
室
を
通
し
て
、
友
達
の
輪

が
広
が
り
、
日
本
と
中
国
の
交
流
が
深

ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

▼
講
師
＝
林
陽
子
さ
ん
（
泉
南
市
在
住
）

▼
と
き
＝
十
一
月
十
四
日
貍
以
降
、
三

月
末
ま
で
の
毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
午

前
十
時
〜
十
二
時
（
全
十
回
）
▼
と
こ

ろ
＝
市
立
鳴
滝
解
放
会
館
▼
定
員
＝
十

五
名
（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。）
▼
費
用
＝
教
材
費
徴
収
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
十
月
二
十
三
日
貊
ま

で
に
お
電
話
で
、
鳴
滝
解
放
会
館
（
蕕

祟
６
４
４
７
）

〜
チ
ベ
ッ
ト
民
謡
と
叙
情
を
歌
う
〜

チ
ベ
ッ
ト
民
謡
と
ト
ー
ク
を
通
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
歴
史
、
文
化

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
月
二
十
四
日
貍
午
後
二
時

〜
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
小
学
校
体
育
館
▼

講
師
＝
バ
イ
マ
ー
ヤ
ン
ジ
ン
さ
ん
（
京

都
市
立
芸
術
大
学
大
学
院
生
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ

り
。
新
家
・
一
丘
校
区
以
外
の
市
民
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
▼
申
込
み
＝
不
要

▼
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
237
）

伝
承
芸
能
か
ら
見
え
て
き
た
差
別

を
、「
こ
こ
ろ
の
唄
」
を
通
し
て
、
人

権
と
は
何
か
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
九
日
豺
午
後
七
時
〜

▼
と
こ
ろ
＝
雄
信
小
学
校
体
育
館
▼
講

師
＝
北
川
進
（
き
た
が
わ
す
す
む
）
さ

ん
（
御
所
市
元
町
隣
保
館
職
員
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ

り
。
雄
信
校
区
以
外
の
市
民
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
237
）

「
沖
縄
　
島
唄
　
ラ
イ
ブ
」

〜
島
唄
に
か
け
る
も
の
〜

ア
ジ
ア
諸
国
と
早
く
か
ら
交
流
の
あ

っ
た
沖
縄
、
そ
の
沖
縄
諸
島
に
伝
わ
る

島
唄
と
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
二
日
貅
午
後
二
時

〜
▼
と
こ
ろ
＝
砂
川
小
学
校
体
育
館
▼

講
師
＝
牧
志
徳
（
ま
き
・
し
と
く
）
さ

ん
（
島
唄
文
化
を
考
え
る
会
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ

り
。
砂
川
校
区
以
外
の
市
民
の
方
も
参

加
で
き
ま
す
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線
237
）

人権シリーズ
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広広
げ
よ
う
人
権
の
輪

新
家
・
一
丘
校
区
「
人
権
啓
発
公
演
会
」

人
権
雄
信
区
民
の
集
い

「
ギ
タ
ー
と
唄
で
綴
る
」
〜
こ
こ
ろ
の
唄
〜

砂
川
校
区
人
権
協
・
砂
川
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
人
権
啓
発
公
演
会

楽
し
い
中
国
語
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

’’9898鳴滝解放文化祭鳴滝解放文化祭蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆

「「生活の隅々に生活の隅々に、、人権文化の創造を人権文化の創造を」」
国連は、1995年から2004年までの10年間を「人権

教育のための国連10年」とすることを決議し、人権文化
で世界を満たそうとの提唱をしています。鳴滝解放文化祭
も人権文化の創造を通して、人権確立社会を願うものであ
り、国連の取り組みと軌を一にするものです。
【第一部】
蜷とき＝11月3日貂午前9時30分開場、10時開会蜷とこ
ろ＝鳴滝解放会館蜷内容＝開会式・記念講演（調整中）蜷
費用＝無料蜷その他＝手話通訳あり
【第二部】
蜷とき＝11月3日貂午後1時30分開会蜷ところ＝鳴滝第
一小学校・講堂蜷内容＝青少年センター低学年部発表、鳴
滝支部青年部音楽演奏、新作河内音頭「涙の王将」、鳴滝
解放子ども会劇発表、各種模擬店開催など
【第三部・作品展示】
蜷とき＝11月3日貂・4日貉・5日貅午前9時30分～午後
8時蜷ところ＝鳴滝解放会館蜷内容＝生花教室作品、識字
学級作品、子ども会保幼小中作品、地区内応募作品蜷問合
せ＝鳴滝解放会館（薀83-6447）

蜷特別公演＝『新作河内音
頭「涙の王将」が描く天才
棋士阪田三吉』～もう１人
の「阪田三吉」、もう一つの
「王将」～蜷演者＝五月家一
若さん蜷講演＝土田杳子さ
ん（作詞家）
国民に親しまれている阪

田三吉像。大阪は通天閣下
の貧しい長屋暮らしから、
日本で一、二を争う棋士へ

と登りつめた男。無学で字もろくに読めず、書けず、妻も
子もほったらかし、すべてを将棋に捧げた男、阪田三吉。
五月家一若さん、そして土田杳子さんによる新作河内音頭
「涙の王将」は、かつての新国劇や数々の映画、歌謡曲
「王将」によってつくられた三吉像とは、まったく別な視
点から、実際の阪田三吉の歴史にひそむ苦悩、部落差別へ
の怒りをすくい上げ、苦境に立たされた勝負師の心の揺れ
をじっくりと描き出します。

▲五月家一若さん

【
第
一
講
座
】

▼
と
き
＝
十
一
月
三
日
貂
午
後
一
時
半

か
ら
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
鳴
滝
第
一
小
学

校
・
講
堂
▼
内
容
＝
講
演
「
新
作
河
内

音
頭
涙
の
王
将
」
の
取
材
か
ら
▼
講

師
＝
土
田
杳
子
（
つ
ち
だ
よ
う
こ
）
さ

ん
（
作
詞
家
）、
公
演
・
新
作
河
内
音

頭
「
涙
の
王
将
」
▼
出
演
＝
五
月
家
一

若
（
さ
つ
き
や
い
ち
わ
か
）
さ
ん
。

【
第
二
講
座
】

▼
と
き
＝
十
一
月
十
一
日
貉
午
前
八
時

〜
午
後
六
時
▼
内
容
＝
毛
皮
革
の
ま
ち

菟
田
野
（
う
た
の
）
と
か
ぎ
ろ
ひ
の
宇

陀
（
う
だ
）
の
里
を
訪
ね
て
▼
と
こ

ろ
＝
菟
田
野
町
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、

毛
皮
革
工
業
団
地
、
万
葉
公
園
「
か
ぎ

ろ
ひ
の
丘
」
▼
講
師
＝
伊
ヶ
崎
淑
彦

（
い
が
さ
き
よ
し
ひ
こ
）
さ
ん
（
歴
史

案
内
人
）。

【
第
三
講
座
】

▼
と
き
＝
十
一
月
十
八
日
貉
午
後
二
時

〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
鳴
滝
解
放
会

館
▼
内
容
＝
「
食
べ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て

〜
食
か
ら
体
験
す
る
部
落
問
題
〜
」
▼

講
師
＝
三
宅
都
子
（
み
や
け
さ
と
こ
）

さ
ん
（
大
阪
市
教
育
セ
ン
タ
ー
）
・
実

習
＆
試
食
「
煮
凝
り
・
ホ
ル
モ
ン
の
て

ん
ぷ
ら
・
カ
ス
う
ど
ん
」
▼
講
師
＝
地

元
精
通
者
。

【
第
四
講
座
】

▼
と
き
＝
十
一
月
二
十
五
日
貉
午
前
八

時
〜
午
後
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
御
所
市
水

平
社
歴
史
館
▼
内
容
＝
講
演
「
あ
ら
た

な
視
点
か
ら
学
ぶ
被
差
別
部
落
の
形
成

史
」
・
施
設
見
学
。

▼
第
一
〜
四
講
座
の
参
加
費
＝
無
料
▼

第
一
〜
四
講
座
の
応
募
方
法
＝
十
月
二

十
三
日
貊
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー
同
和
問
題
希
望
、
弁

当
希
望
（
第
二
・
第
四
講
座
の
各
弁
当

代
に
一
〇
〇
〇
円
程
度
が
必
要
で

す
）
・
手
話
通
訳
希
望
（
必
要
な
場
合
）

と
記
入
し
、
〒
590
・
０
５
９
２
（
住
所

不
要
）
泉
南
市
役
所
・
人
権
啓
発
課
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
▼
第
一
〜
四

講
座
の
問
合
せ
＝
人
権
啓
発
課
（
内
線

237
）
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ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー

〜
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
か
ら
〜

’98ステップフォーラム　～女と男のステキな関係～

まさと＆亀ちゃんのTHE漫才「いまこそパートナーシッーシッププ！！」」
大阪人にとって、娯楽といえば漫才。漫才は、時代とと

もに内容も移り変わっていくからいつの世もおもしろいの
だけど、近頃変わっているのは内容だけじゃないらしい。
昔は男女のコンビといえば「夫婦」と決まっていたのが、
最近では「夫婦でない男女のコンビ」というのが成立して
いて、おまけに漫才大賞をとったというじゃないです
か？！
漫才はパートナーシップが何より大切っていうけれど、

それって夫婦でない男女にも、よいパートナーシップが築
けるという証拠なのでは？そのコツを日常にも活かそう！
ということで、「漫才大賞をとった夫婦でない男女のコン
ビ」里見まさと・亀山房代さんに、いろんなアドバイスを
漫才＆トークで紹介していただくことになりました。その
他、市民サークルの皆さんの活動発表など盛りだくさんで
すので、お楽しみに！
蜷とき＝11月7日貍午後2時開演蜷ところ＝文化ホール蜷
内容＝蜴オープニング（出演グループ）＝カルチャースタ
ジオ21、華の会他（調整中）蜴公演＝「まさと＆亀ちゃ
んのＴＨＥ漫才・『いまこそパートナーシップ！』蜴出

演＝里見まさと
さん、亀山房代
さん、荒金雅子
さん（トークコ
ーディネーター）
蜷同時開催の展
示＝「もっと知
りたい！このま
ちの活動」蜴時
間＝（展示室に
て午前10時～午
後5時）蜴出展
団体＝漓アジア協会アジア友の会滷禁煙教育をすすめる会
澆食生活改善委員会潺泉南おやこ劇場潸泉南介護者の会澁
泉南市消費生活研究会澀泉南豊かな老後を考える会潯泉南
よい映画を見る会潛人形劇サークルＹＵＭＥ

　　　　　　2

濳ぱーそんず
潭ポイ捨てをなくし隊蜷入場料＝無料蜷その他＝手話通
訳・一時保育あります。（保育希望者は事前予約が必要で
す）蜷申込み・問合せ＝人権啓発課（内線237）

天
才
棋
士
・
阪
田
三
吉
。
王
将
の
目
に
光
る
涙
は
？
そ
の
実
像
を
新
作
河
内
音

頭
「
涙
の
王
将
」
が
描
き
ま
す
。

ま
た
、
暮
ら
し
と
皮
革
文
化
・
食
文
化
の
か
か
わ
り
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

「
食
べ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
」
学
習
し
、
ま
と
め
と
し
て
、
人
権
の
ふ
る
さ
と
「
水

平
社
歴
史
館
」
を
訪
れ
ま
す
。

▲里見まさとさん＆亀山房代さん



健診・予防接種名 日　時 対　象 そ　の　他 

成
　
人
　
保
　
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
　
防
　
接
　
種 

そ
　
の
　
他 

基本健康診査 

歯科健康診査 
乳がん検診 
子宮がん検診 
健康相談 
栄養相談 
リハビリ教室（梅☆の会） 
4カ月児健康診査 
乳幼児後期健診 

3歳6カ月児健康診査 
2歳児歯科健康診査 

風しんの予防接種 
ポリオの予防接種 

3種混合予防接種 
（ジフテリア・破傷風 
　・百日せき） 

 

10月1日貅 
 
午前10時～11時半 
午後　1時～2時半 

蜴平成10年4月～翌 
年3月までの1年間に 
1回受診できます 

蜴平成10年4月～翌 
年3月までの1年間に 
1回受診できます 

40歳以上の市民 

40歳以上の市民 

満9カ月～1歳未満 

平成7年3月生まれ 

平成8年9月生まれ 

 

40歳以上の市民で 
機能訓練の必要な方 
漓平成10年5月生まれ 
滷平成10年6月生まれ 

 

市　民 

30歳以上の市民 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂 
質、腎機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には 
心電図、眼底検査も実施します。なお、この検診は 
市内各医療機関でも実施しています。健康手帳を持 
参の上医療機関に申し込んでください。 

自分の歯で噛んで食べることは、健康にとって大切 
なことです。歯を大切にしましょう。 
 
保健センターへ電話予約必要。定員は40人（時間 
予約制）。携行品は健康手帳・バスタオル。 
 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。要予約。 

身体計測、内科診察、個別相談など。 
対象の方には個別通知します。 

4カ月健診時に受診票をお渡ししますので、かかり 
つけの病・医院でお受けください。 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の方には個別通知します。 

生後12カ月～7歳6カ月未満の幼児。できるだけ3歳までに済ませてくだ 
さい。中学2・3年生の男女で風しんの予防接種をまだ済ませていない人。 
携行品は母子手帳・印鑑・筆記用具。 

実施場所は尾崎保健所。 
問合せは尾崎保健所（薀71-6001）へ 

歯科診察、フッ素塗布、カリオスタット検査など。今月受 
診できない方は、対象の月より3カ月以内に受診して下さい。 
携行品は母子手帳・歯ブラシ・筆記用具・問診票。 

第一期（三種混合）は、生後6カ月～7歳6カ月（なるべく生後3歳まで）の間に計4回。 
◎初回接種＝生後6カ月に達したら3～8週（約4週間）間隔で3回。 
◎追加接種＝初回接種終了後約1年～1年半の間に1回。 
第二期（ジフテリア・破傷風）は11歳以上13歳未満（小学6年生）の人 
に1回。携行品は母子手帳・印鑑・筆記用具。 
循環バスをご利用の方は、前日の午前中までに保健センターへ予約のこと。 

ご自分の健康に関して疑問な点がありましたらいつで 
もお気軽に。循環バスをご利用の方は、前日の午前中 
までに保健センターに予約して下さい。 
 

直接医院受付に申し込んでください。 

作業療法を中心に実施。（歌体操・コーラスも有り） 
送迎有り、要予約。 

10月1日貅 
午前10時～11時半 

10月1日貅・22日貅 
午前9時～11時 

随時・市内各産婦人科医院 

毎週木曜日 
午後1時半～2時半 
毎月第1・3木曜日 
午後1時半～2時半 
毎週水曜日 
午後1時半～2時間程度 
漓10月7日貉滷11月4日貉 
午後12時40分～1時30分 

両親教室・離乳食講習会 

第4金曜日　午後1時～1時半（要予約） 

精神保健相談 

アトピー相談 
第3火曜日　午後1時～3時 難病相談 

第1・2・4水曜日 
午前9時半～11時 一般健康相談 

精神保健グループワーク 

献　血 

実施場所は尾崎保健所。 
痴呆老人、酒害相談含む。 
予約制ですので、事前に尾崎保健所まで申し込んでください。 
問合せは尾崎保健所（薀71-6001）へ 

実施場所は尾崎保健所。 
健康診断、性病予防検査等（診断・検査等は有料です） 
問合せは尾崎保健所（薀71-6001）へ 

成分献血とは、血液の血漿や血小板を献血していただく方法 
です。成分献血は体の負担も軽く女性向きの献血ですが、1 
人約40分～50分かかります。時間の調整をさせていただき 
ますのでご面倒ですが保健センターまで申込をお願いします。 
　　　　　　　　　　　　　　　　泉南市献血推進協議会 

乳幼児結核検診 
生後3カ月～4歳未満の乳幼児で結核検診を受けていない人。 
できるだけ1歳までに済ませてください。 
携行品は母子手帳・印鑑・筆記用具。 

生後3カ月～7歳6カ月未満の乳幼児。できるだけ18カ月までに 
6週間以上あけて2回。携行品は母子手帳・印鑑・筆記用具 
 

毎週水曜日　午前10時～正午 

10月1日貅・2日貊・8日貅 
　 9日貊・12日豺・15日貅 
　16日貊・22日貅・23日貊 

1歳6カ月児健康診査 平成9年3月生まれ 身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検 査）、個別相談など。対象の方には個別通知します。 
10月28日貉 
午後0時半～午後1時 
10月14日貉 
午後1時～1時半 

10月15日貅 
午後1時～1時半 

10月30日豺 
午後1時半～2時半 

10月2日貊・6日貂・16日貊・23日貊 
午後1時半～2時半 
今月はありません 

10月15日貅　 
スカイシティーオークワ泉南店 
午前10時～正午、午後1時～4時 
◎成分献血の受付は午前10時～ 
11時、午後1時～3時まで。 

10月20日貂 
10月27日貂 
午後1時半～2時半 

 

病・医院の診察時間 

両親教室（10月12日、19日、26日、29日の午後1時～）と離乳食講習会（10月26日の午後1時～3時）は、 
毎偶数月に実施します。申込みは保健センターへ。途中からの参加もできます。 

10月の健診・予防接種・その他（10月1日～11月4日）
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尾
崎
保
健
所
で
は
、
ぜ
ん
そ

く
児
を
も
つ
家
族
の
方
を
対
象

に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
十
月
十
六
日
貊
午
後

二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
尾
崎

保
健
所
・
二
階
講
堂
▼
内
容
・

講
師
＝
▽
ダ
ニ
と
ア
レ
ル
ギ

ー
・
尾
崎
保
健
所
環
境
衛
生
監

視
員
▽
ぜ
ん
そ
く
児
の
こ
こ
ろ

の
鍛
錬
・
臨
床
心
理
・
上
野
慶

子
さ
ん
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
申

込
み
＝
十
月
十
二
日
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
尾
崎

保
健
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
尾
崎
保
健
所

（
薀
磚
６
０
０
１
・
フ
ァ
ク
ス
磚

７
６
５
６
）

運
動
不
足
は
心
疾
患
、
高
血

圧
、
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
等
の

発
生
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く

こ
と
）
を
日
常
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
る
こ
と
で
運
動
不
足
を

解
消
し
、
健
康
を
増
進
す
る
と

と
も
に
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歩
け
歩
け
運
動
（
ヘ
ル
シ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
を
開
催
し
ま

す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
六
日
貊
午
後

二
時
に
集
合
（
雨
天
中
止
）
▼

と
こ
ろ
＝
淡
輪
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ

ー
〜
泉
南
里
海
公
園
（
と
き
め

き
ビ
ー
チ
）
周
遊
コ
ー
ス
。
府

立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
ご

集
合
く
だ
さ
い
▼
対
象
＝
泉
州

地
域
居
住
の
方
▼
内
容
＝
▽
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
▽
公
園
内
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
（
約
三
誅
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
定
員
＝
一
五
〇
人

（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
尾
崎
保
健
所
（
薀
磚
６
０

０
１
）

歩
く
こ
と
は
、
手
軽
に
で
き

て
成
人
病
予
防
に
も
効
果
の
あ

る
運
動
で
す
。
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
な
生
活
に
、
楽
し
く
健

康
的
に
歩
く
ヒ
ン
ト
を
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
別
表

の
と
お
り
▼
携
行
品
＝
運
動
の

で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、
上
履

き
運
動
靴
、
万
歩
計
（
あ
る
方
）

▼
定
員
＝
三
〇
人
（
先
着
順
）

▼
そ
の
他
＝
▽
六
回
一
コ
ー
ス

と
な
り
ま
す
▽
時
間
は
い
ず
れ

も
午
後
一
時
半
か
ら
二
時
間
程

度
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
保
健

セ
ン
タ
ー

生
後
二
〜
三
カ
月
ぐ
ら
い
の

子
犬
を
対
象
と
し
て
、
子
犬
の

飼
い
主
を
募
集
し
ま
す
。

飼
え
な
く
な
っ
た
子
犬
を
譲

り
た
い
方
や
子
犬
を
大
切
に
飼

お
う
と
思
っ
て
い
る
方
、
動
物

愛
護
の
た
め
に
も
一
頭
で
も
多

く
の
子
犬
の
里
親
探
し
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
十
一
月
十
三
日
貊
午

後
一
時
半
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝

阪
南
市
役
所
駐
車
場
▼
参
加
申

込
み
の
受
付
＝
十
月
一
日
貅
よ

り
尾
崎
保
健
所
で
行
っ
て
い
ま

す
▼
そ
の
他
＝
犬
の
正
し
い
飼

い
方
講
習
会
と
無
料
健
康
相
談

も
実
施
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
尾

崎
保
健
所
（
薀
磚
６
０
０
１
）

十
月
は
「
食
生
活
改
善
普
及

月
間
」
で
す
。
食
欲
の
秋
は
、

食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
過
剰

飲
酒
な
ど
で
身
体
へ
の
負
担
も

非
常
に
大
き
く
な
る
季
節
で
す
。

生
活
習
慣
で
現
れ
る
病
気
は
、

生
活
習
慣
で
改
善
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

平
成
九
年
度
泉
南
市
民
の
基

本
健
康
診
査
（
受
診
者
・
二
五

五
八
人
）
で
は
、
高
血
圧
（
境

界
域
含
む
）
二
一
・
五
謾
、
高

脂
血
症
（
疑
い
含
む
）
二
五
・

〇
謾
、
糖
尿
病
（
疑
い
含
む
）

七
・
五
謾
と
い
う
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
病

気
を
引
き
起
こ
す
こ
れ
ら
の
状

態
は
、
日
常
の
生
活
習
慣
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
食
生
活
の
改
善

で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ご
自
分
の
食
生
活

の
バ
ラ
ン
ス
（
油
類
・
糖
類
・

ア
ル
コ
ー
ル
類
の
採
り
す
ぎ
、

野
菜
類
の
不
足
）
や
適
度
な
運

動
を
す
る
よ
う
に
心
が
け
る
な

ど
し
、
生
活
全
般
を
見
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

申
込
み
・
問
合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
7 
6 
1 
5 
）

場
所
の
表
記
の
な
い
行
事
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す 

 

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
情
報
の
ペ
ー
ジ 
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リ
ラ
ッ
ク
ス
＆
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
講
座
を
開
催
し
ま
す

子
犬
の
飼
い
主
を

募
集
し
ま
す

毎
日
の
食
生
活
で
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

第
二
回
小
児
ぜ
ん
そ
く

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

とき 内容 講師 

健
康
運
動
指
導
士 

11月6日貊 

11月12日貅 

11月18日貉 

11月26日貅 

12月4日貊 

12月7日豺 

体育館 

市内にて 
外歩き 
集合場所は 
保健センター 



泉南市商工会青年部主催の泉南市商工会祭が、なみはやグラウンドで開催されました。今年で10回目を迎
える商工祭。いろいろなイベントが訪れた人々を楽しませくれました。恒例・豪華賞品めざして体力・知力で
チャレンジする「えんやこらバトル」。一般・市内商工業者によるフリーマーケットや展示・販売コーナーで
は、商品の値切り合戦も。また、レゲエバンドによる夏らしいリズムのライブも行われました。 （8月23日）

19

人口 
 
男 
 
女 
 

世帯数 
 
面積 
 

64,300人 
　（＋104人） 
31,504人 
（＋52人） 
32,796人 
（＋52人） 
21,624世帯 
（＋50世帯） 
47.34裄 

8月末日現在（　）内は前月比 

人口と面積 

まちかど　スナップ

市内各地でお祭りムードが盛り上がる中、岡田区の
やぐら（3台のうち2台）が今年の1月から大修理され、
8月末に完成しました。2台とも総けやき造りで、１号
車は大正5年の製作で源平合戦の絵巻が、2号車は更に
古い明治25年の製作で中国の三国志の絵巻が彫刻され
ています。やぐら保存会（会長・金永征巳さん）によ
ると本格的な修理は今回が初めてで、新調に近い修理
で費用は約2000万円かかったそうです。入魂式を終
えたやぐらは、威勢良く試験曳きされ、生まれ変わっ
た雄姿を地元の方々に披露しました。 （9月13日）

生まれ変わって帰ってきました
岡田区やぐらが入魂式

豪華賞品目指して！
宴躍音乱
え ん や こ ら

バトルが開催されました

ケーブルテレビのチャンネル9
で市の行政番組を放送します。
放送時間は次のとおりです。
漓 7：00～ 9：00
滷　13：00～15：00
澆　18：00～20：00

私の秋は、
やはり「食欲
の秋」という
ことで、敬老
の日に張り切

ってぶどう狩りに出かけまし
た。秋晴れの好天で気分もウ
キウキ。ところが、今年は例
年より秋の訪れが早かったの
か、ぶどうはほとんど終わり
かけていました。いつもは、
ちょうど良い頃だそうです
が、少し残念でした。現在こ
の雪辱を晴らすべく、みかん
狩り、松茸狩り、はたまた栗
拾いと色々な作戦を練ってい
るところです。どうぞ返り討
ちにあいませんように。（ふ）

10月は澄みきった秋晴れ
の空の下で、秋祭り、運動会、
紅葉狩り、遠足、文化祭など
老若男女を問わず、みんなが
楽しめるイベントが目白押
し。その中でもやっぱり、私
は祭りが一番です。
恒例となりました市役所前

やぐらパレードにも、今年は
昨年より3台多い、14台の
やぐらが勢揃いする予定にな
っています。青年団や役員の
皆さんも練習や準備で忙しい
毎日を過ごされていることと
思います。私も夢の中にまで、
やぐらが出てくるようになっ
てしまいました。いささか、
困ったものです…。 （き）

先日、久しぶりの登山に行
って来ました。目的地は比良
山系の武奈ヶ岳（1214ｍ）
です。麓からリフト、ロープ
ウェイを乗り継ぎ山上駅から
登山コースに入ります。リフ
トなどに乗っているときは眺
望を満喫できるのですが、登
り始めて30分もすれば徐々
に視界が狭くなり、脈が早鐘
のように打ち響き、リュック
の冷たい水の誘惑に負け、つ
いつい足を止め休憩してしま
います。それを何度か繰り返
し、ようやく制覇できました。
そろそろ紅葉が色鮮やかに
山々を染めるシーズンなので
また出かけたいです。（か）

編集後記
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第64回知事室開放事業～ようこそ知事室へ～が実施
されました。この事業は横山ノック知事が地域住民の
身近な施設におもむき、直接府民と対話するというも
のです。今回この事業があいぴあ泉南で開催され、7
組の方々がりんくうタウンの空き地の活用など地元の
活性化や福祉問題についてノック知事と対談しました。
それぞれの持ち時間15分間では足りないくらい充実

した内容のお話しが繰り広げられ、ひとつ一つの難し
い質問に対し、ノック知事がいつものノックスマイル
で的確に、分かりやすく答えられていました。

（9月14日）

あいぴあ泉南へ
知事室がやってきました

「くすの木」の皆さんが朗読文化研究所主催、第1回
朗読文化実践賞の実践佳作賞を受賞し、向井市長に喜
びの報告をしました。この賞は朗読を幼児教育や学校
教育、又は地域社会のあらゆる場で生かしている実践
者に与えられるもので、今回は正賞の該当者がなく、
事実上団体として全国で1位の高い評価を受けたこと
になります。「くすの木」は昭和62年発足以来、声の
広報を始めとした市内の様々な事業で活躍しており、
また各方面からの要請を受け、市内にとどまらず近畿
圏内に活動の範囲を広げて朗読の奥深い世界を伝えた
いと頑張っています。 （9月16日）

泉南朗読ボランティア「くすの木」
第1回朗読文化実践賞・実践佳作賞受賞

家
庭
の
防
災
会
議
を
開
き
ま
し
ょ
う
！

みみ
んん
なな
でで
チチ
ェェ
ッッ
クク
！！

暮
ら
し
の
安
全

地
震
、
災
害
が
い
つ
起
こ
っ
て
も
あ
わ
て

ず
行
動
が
出
き
る
よ
う
、
家
族
全
員
で
、
災

害
の
実
例
、
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
話
し
合

う
と
と
も
に
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
各

人
の
役
割
分
担
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
話
し
合
う
内
容
＝
▽
火
を
使
う
器
具
の
安

全
点
検
、
消
火
器
の
チ
ェ
ッ
ク
▽
家
の
中
で

一
番
、
安
全
な
場
所
は
ど
こ
か
▽
火
の
元

（
ガ
ス
、
石
油
の
火
の
始
末
）
は
誰
が
チ
ェ

ッ
ク
す
る
の
か
▽
幼
児
や
お
年
寄
り
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
の
避

難
の
安
全
は
誰
が
責
任
を
持
つ
か
▽
避
難
場
所
は
ど
こ
か
、
ど
の
道

を
通
っ
て
い
く
か
▽
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
時
の
連
絡
方
法

と
、
最
終
的
に
お
ち
会
う
場
所
は
ど
こ
か
▽
非
常
持
出
袋
（
貴
重
品
、

医
薬
品
等
）
は
ど
こ
に
お
く
か
、
誰
が
持
っ
て
出
る
か
▽
大
災
害
が

昼
の
場
合
と
夜
の
場
合
を
想
定
し
て
家
族
み
ん
な
で
行
動
を
決
め
て

お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
が
大
変
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
十
二
月
か
ら
一
一

九
番
へ
の
通
報
が
可
能
と
な
り
、
消
火
活
動
や
救
急
業
務
に
大
き
く

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
携
帯
電
話
を
か
け
る
場
所
や

電
波
の
感
度
等
に
よ
り
、
通
話
状
態
が
悪
い
場
合
や
つ
な
が
ら
な
い

事
も
あ
り
ま
す
。
泉
南
市
内
か
ら
一
一
九
番
通
報
す
る
と
泉
佐
野
市

消
防
本
部
が
こ
れ
を
受
信
し
、
そ
れ
か
ら
泉
南
市
消
防
本
部
に
転
送

さ
れ
通
報
者
と
会
話
が
出
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
通
話
状
態
が
悪
い
場
合
に
は
、
車
中
で
の
移
動
中
で
あ
れ

ば
一
度
止
ま
っ
て
か
ら
再
度
通
報
す
る
か
、
そ
れ
で
も
だ
め
な
場
合
、

近
く
の
公
衆
電
話
又
は
一
般
加
入
電
話
等
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１
９
） 泉南市消防本部
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携
帯
電
話
か
ら
一
一
九
番
通
報
が
で
き
ま
す


